
・多能工化が必要とされる背景を理解しよう

・変化にフレキシブルに対応できるモノづくり

・生産性の向上，納期の短縮をどう実現するか

・技能の幅を広げ「多能工化」をすすめる

・仕事の領域を広げ「多工程持ち」をすすめる

・「省人化」の実現から「少人化」の実現へ

・改善と教育は生産性向上の車の両輪

・生産性向上と多能工化に役立つＩＥ手法を学ぼう

・スキルマップを作成し現状を把握しよう

・「多工程持ち」，「多能工化」の目標の設定

・作業の割当て範囲と必要技能の拡大を図る

・多能工化の教育訓練計画の作成の仕方

・マニュアル，作業標準書を整備する

・多能工育成のための教育訓練をどう実施するか

・効果的なスキル・トレーニングの方法を学ぼう

・スキル指導を実践し，個人別に成果を評価する …他
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一般社団法人日本監督士協会

●受講期間 2ヵ月 ●受講料 12,100円

生産・物流マネジメント

●第１単元 ●第２単元 

生産性の向上と個人能力の向上を実現する

強い現場を実現する
多能工の育て方【育成の意義】

利益を生み出す“ムダ取り”を
徹底的に実行しよう

生産性向上に直結する多能化の必要性を認識し，多能工の育て方を学ぶ集中講座

モノづくりの変化の背景がよくわかり，多能工を育てることの意義を納得できる

多能工育成のための教育訓練のすすめ方を体系的に学ぶことができる

個人の能力向上を重視。モノづくりの楽しさ，創造の喜びを実感でき，

「やらされ感」ではなく「達成感」を味わうことができる

マルチデバイス対応

■テキスト１冊（Webテキストも閲覧可）■添削レポート２回（Web提出可）
※ テキストはインターネットで閲覧できます。Web提出には「Microsoft Word」が必要です。

オンラインでもオフラインでも学習できる！（すべての学習方法に対応）

※カリキュラム・講座内容などは改訂や変更になる場合があります。

現場力を強める多能工の育て方
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